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コロナ禍からの脱却に向け、『社会の安心・安全』 と 『活発な社会・経済活動』 を両立させる

ことが求められる中、次の新興感染症に備える意味でも、様々な場面で簡便に利用可能なウイル

スセンサの開発が必要である。ウイルスセンサが広く多様なシーンで利用されるようになるには、

センサに用いられる試薬の安定性は極めて重要である。我々はこれまでに PCRに匹敵する感度で

ウイルスを検出可能な、抗体修飾磁性粒子を用いるセンサの開発に取り組んできた。抗体修飾磁

性粒子は凍結操作により凝集・劣化が生じるため、実用化にあたっては修飾後の抗体が液中にて

その機能を失うことなく安定的に保存されるという点を担保する必要がある。本研究では、抗体

の熱変性プロファイル変化を元に、様々な温度条件で抗体を保存した際の長期安定性を評価した。 

抗体の熱変性プロファイル評価には、タンパク質分子内のトリプトファン残基に由来する自家

蛍光のピークシフトを利用して加熱によるタンパク質のアンフォールディングを検出、その熱変

性プロファイルによって測定対象の状態比較を可能とする測定装置 Tycho NT.6 (NanoTemper 

Technologies社) を用いた。サンプルには、多様な抗体の代表値を取ることを目的として正常ウサ

ギ抗体 (Normal Rabbit IgG) 及び正常マウス抗体 (Normal Mouse IgG) を使用し、希釈溶媒 (PBS, 

1%BSA in PBS, 50%Glycerol in PBS) と温度条件 (35℃, 25℃, 4℃, -20℃) が異なる計 7つの保存条

件において、6 カ月間にわたり無菌環境を維持しつつ継続的な安定性評価を実施した。温度条件

はそれぞれ、夏場の外気温・室温・冷蔵・冷凍を想定している。Normal Rabbit IgGの場合、Tycho

にて測定したアンフォールディング曲線は、保存開始時点では 80℃程度で変曲点 (inflection 

temperature: Ti) を示した。6 カ月にわたる長期評価において、PBS 中にて 4℃保存した場合の

Normal Rabbit IgGは変

動係数が 0.34%と、安定

化剤を入れなくとも高

い長期安定性が確認さ

れたことから、無菌環

境が維持されれば試薬

としての性能維持が可

能であるものと期待で

きる。 
Fig.1. The stability of the inflection temperature (Ti) on the unfolding 

curves (Normal Rabbit IgG in PBS at 4℃, n = 3). 
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